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● 2027年度開催 Thematic Program:
　 500万円～1000万円 (※500万円～1500万円 )
● 2027年度開催 Junior Research Program:
　 300万円 (※500万円 )
● 2026年度 Future Society Design Program:
　 300万円 (※500万円 ) ( 企業からの財政支援が必須 )

シンポジウムやワークショップの会場として
知の館 (TOKYO ELECTRON House of Creativity) を
使用していただけます。

01｜財政的支援
プログラムの策定から研究者招聘に係る手続き、
イベントの広報（HPやポスター作成 ) 等、あらゆる側面
からプログラムの運営をサポートいたします。

02｜専属スタッフのサポート 03｜知の館の利用

知の創出センターは、日本初の本格的訪問滞在型研究センターとして、新しい

知の創出に協働して取り組む「知のフォーラム」を運営してきました。その主

たる事業が、人類社会の重要課題解決に寄与することを目指すテーマプログラム、

若手が主体となって新しい課題に挑戦するジュニアリサーチプログラム、

企業等と連携した社会課題解決を目指す未来社会デザインプログラムです。

また、プログラムへの積極的参画を通じた若手研究者の育成も目的としています。

知のフォーラムとは？

趣意書
提出期限

提案書
提出期限

プログラム推進支援

詳細はこちら㊐2025 8 31
Email: tfc_pg@grp.tohoku.ac.jp

㊋2025 9 30
Email: submission_tfc@grp.tohoku.ac.jp

www.tfc.tohoku.ac.jp/programs/
propose_a_program/to_propose_a_program.html

※予算増額の場合

Thematic Program 
Junior Research Program

Future Society Design Program


